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100 分で、1 学期 14 回行われるコースであった。そして、14 回の授業の 10 日目～ 13 日目の 4
日間がディベートに当てられた。学習者は学部生 5 名と大学院生 6 名の計 11 名で、全員が必修
の授業であった。国籍は、韓国 1 名、シンガポール 1 名、中国 9 名であった。
　ディベートのチーム分けと対決するチームは、学生の個性や能力を考慮しながら筆者である教
師が決定した。チームは 2 人チームが 1 つ、3 人チームが 3 つで合計 4 チームとなった。ディベ




















































そのため、授業の目標（ goal / aim ）で「自分の考えを即座に表現する運用力」をつけることを
重視した。Richards（ 2017 ）では、授業の一般目標を「 goal/aim 」、さらに細分化した目標を
「 objectives 」としているが、本稿では一般目標を「ディベート授業の目標（ goal/aim ）」、細分
化した目標を「行動目標（ objectives ）」とする。以下にディベート授業の具体的な目標を示す。







































































不安などの状況を把握するためにも使用した。Richards（ 2017 ）は『 Curriculum Development 





















































を A ～ J のアルファベットで表した。
表 1．《 2 . 3 . －1 .  満足度》　学習者の感情面における評価
コメントの分類 学習者
1 .  楽しい C　G
2 .  面白い H　J
3 .  好き B
4 .  うまくいった A
5 .  無事終わってよかった I
6 .  やればできる、自信を持った D　H
7 .  感情面のコメントなし E　F
　次に、意識面の評価の結果である。表 2 は学習者の意識面の評価のコメントである。3 名が達
成内容を書いている。下記の表の【　】内はコメント内容を考慮してラベリングしたものであり、
コメント自体は、学習者の言葉をそのまま抜粋したものである。（　）内はコメントの意味が不
明確な場合、筆者が推測して言い換えた内容である。A ～ J は学習者を表している。
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　表 1 の学習者の感情面のコメントを見ると、10 名中 8 名が肯定的な感情を書いていることが
明らかである。「好きではない」「やりたくない」などの否定的なコメントは見られなかった。表














トの意味が不明確な場合、筆者が推測して言い換えている。A ～ J は学習者を表している。
①　「ディベートをしてよかったと思いますか」
　　・学習者 10 名中 9 名「はい」、「よかった」、「いいと思います」などと回答







































　3 . 1 . 2 . の結果をまとめると、調査協力者である学習者 10 名全員に授業に対して肯定的で積極
的なコメントが見られ、満足度は高かったと言える。コメントの詳細を見ると、「よかったこと」
として、【日本語力】【コミュニケーション能力、日本語以外の能力】を挙げている学習者が多い。
これらは、2 . 1 . 3 . で述べたディベート授業の目標「意見交換できる日本語運用力」と一致する。
3 . 1 . 1 . の結果と同様、学習者の期待と合致した目標設定が学習者の満足度に繋がったと考えら
れる。しかしながら、学習者 B だけ、ディベートを行うことが「 B ちょっと苦手」とコメントを















　本節では、難しさや不安な気持ちを多く書いていた学習者 H と B に絞り、意識の変化につい




































































































































































　次に、相手側主張を想定し、上記 1 ～ 5 を手がかりに反論内容を考える。最後に、何度か実践
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資料 1 .  










資料 2 . 　 
《 2 . 1 . 5 .  授業のふり返り／ 2 . 3 .  データと分析方法》　「ディベート授業全体のふり返り」
ディベートの授業のふり返り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　　　　
何もなければ書かなくても大丈夫です。
1．ディベートをしてよかったと思いますか。
2．どんなことがよかったと思いますか。
3．ディベートをやりたくないと思いますか。
4．どんなことがやりたくないと思いますか。
5．ディベートを終えて、次にできるようになりたいことはありますか。
6．その他、不安だったことや感想があれば何でも書いてください。
